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Ⅰ．要旨  

 
２０１６年度の設備投資計画の特徴 

 

新製品などの事業基盤強化を柱に５年連続の増加 

－ 都市機能強化に向けた投資も続く － 

 

１． 大企業（資本金10億円以上）の2016年度国内設備投資額は、製造業（14.5％増）、非製

造業（8.8％増）ともに増加し、全産業で10.9％増と５年連続の増加となる。 

２． 今回調査に基づく2016年度の国内設備投資の特徴 

①  製造業は、輸送用機械のモデルチェンジに向けた投資のほか、化学の新素材向け投資

や鉄鋼の設備更新・集約投資など、事業基盤強化のための投資が増加する  

②  非製造業は、運輸、不動産などで安全防災対策や東京オリンピック・パラリンピック

を見据えた都市機能強化のほか、鉄道などのインフラ関連投資が続く  

３． 製造業（14.5％増、寄与度5.4％）は、輸送用機械で環境・安全・快適性を高める新技

術を活用した自動車のモデルチェンジ対応や生産効率化に向けたライン改革などの投資

が増加する。化学では医薬品・化粧品・衛生品向け投資や研究開発拠点への投資が増加す

るほか、鉄鋼でもコークス炉改修や生産性向上とコスト競争力強化のための設備更新・集

約投資など、事業基盤強化のための投資が増加する。また、航空機に関連した投資が輸送

用機械や一般機械などの複数の業種でみられる。 

非製造業（8.8％増、寄与度5.6％）は、運輸で鉄道の高速化や安全防災対策のほか、

物流施設整備などが増加する。また、卸売・小売はスーパーなどの新店・既存店投資、

不動産は首都圏を中心に中長期的な計画に基づく国際ビジネス拠点・防災機能も備えた

大型開発案件などが増加する。 

４． 企業行動に関する意識調査では、国内での有形固定資産投資のほか、海外での有形固

定資産投資や研究開発、Ｍ＆Ａ、人的投資などを含めた「広義の投資」をテーマに調査

を行った。広義の投資について、製造業では、有形固定資産投資と並んで、研究開発と

人的投資を重視するとの回答が多かった。また、人材確保に懸念を示す企業が増えてお

り、特に現場を支える技能労働者の後継人材が不足しているとの回答が多かった。こう

したなか、人的投資の面では、現場でのＯＪＴや若手の登用などを重視する意見が多か

った。情報化投資については、製造業、非製造業ともに、７割の企業が近年、増加傾向

にあると回答した。Ｍ＆Ａについては、製造業の36％、非製造業の23％の企業が2010年

度以降にＭ＆Ａを実施したと回答し、目的としては事業規模やシェア拡大、事業分野の

拡大などが多かった。 

５． 海外設備投資は、全産業で1.3％減と２年連続で減少する。製造業は、輸送用機械の減

少が続くほか、一般機械や電気機械も減少に転じるが、化学などの増加により、4.7％増

となる。非製造業は、卸売・小売や不動産が大きく増加するものの、鉱業の減少により

13.2％減となる。国内設備投資が増加する一方、海外設備投資が減少するため、海外設

備投資比率は３年連続で低下する。 

以 上 
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Ⅱ．調査要領（「2015・2016・2017年度 設備投資計画調査」） 

 

１．調査目的 

わが国産業界の設備投資の基本的動向を把握することを目的に1956年より実施。 

 

２．設備投資の範囲 

自社の有形固定資産に対する国内投資（ただし、不動産業における分譲用を除く）。原則と

して、建設仮勘定を含む有形固定資産の新規計上額（売却、滅失、減価償却を控除せず。工事

ベース）。2009年６月調査より、2008年４月１日以降開始される事業年度から適用された「リ

ース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）により、リース資産への新規計上額が設備投資額

に含まれる。 

 

３．調査方法 

アンケート方式（調査票送付。必要に応じ電話聞き取りなどにより補足）。 

 

４．調査の対象企業 

資本金10億円以上の民間法人企業を対象（ただし、金融保険業などを除く）。 

 

５．調査時期 

2016年６月24日（金）を期日として実施。 

 

６．回答状況 

有効回答会社数

（回答率） 製造業 非製造業

2,077社
（66.0％）

1,096社

調査名 対象会社数

設備投資計画調査 3,146社 981社
 

 

７．集計について 

（１）産業分類について 

原則として主業基準分類（企業の主たる事業に基づき分類）で集計。 

2010年度調査までは、設備投資額および投資動機は事業基準分類（企業の事業部門を基に分

類）で集計していたが、2011年度調査より主業基準分類に統一。長期系列データについても、

設備投資額および投資動機については、2009年度実績まで事業基準分類、2010年度実績以降は

主業基準分類による。 
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（２）調査時点と調査対象年度 

年１回実施。各年度について計画から実績化するまで合計３回の調査を行う。 

対象年度 

調査時点 
2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 

2014年6月 実績 当年度計画 翌年度計画   

2015年6月  実績 当年度計画 翌年度計画  

2016年6月   実績 当年度計画 翌年度計画 

 

（３）共通会社数について 

2015年度・2016年度の共通会社数は、今回６月調査において、2015年度実績・2016年度当年

度計画ともに回答のあった社数。2016年度・2017年度の共通会社数は、2016年度当年度計画・

2017年度翌年度計画ともに回答があった社数。 

 

８．付帯調査について 

設備投資付帯調査の調査要領については以下のとおりである。調査対象企業および調査時期

については設備投資計画調査と同じである。 

 

（１）連結設備投資額 

・調査事項：連結決算ベースの設備投資額（国内・海外）の2015年度実績および2016年度計

画。 

・設備投資の定義：原則として、建設仮勘定を含む有形固定資産の計上額（売却、滅失、減 

価償却を控除せず）。 

 

（２）情報化投資 

・調査事項：単独決算ベースの情報化投資額の2015年度実績および2016、2017年度計画。 

・情報化投資の定義：コンピュータおよび周辺機器、通信ネットワーク構築、ソフトウェア

開発費等で、無形固定資産の取得や費用処理による分を含む。  

 

（３）連結研究開発費 

・調査事項：連結決算ベースの研究開発費（国内・海外）の2015年度実績および2016年度計

画。 

・研究開発費の定義：研究開発に関わる人件費、原材料費、固定資産の減価償却費および間

接費の配賦額など、全ての費用（詳細は各社が開示資料や社内で使用している定義に準拠）。
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(１)2015年度の設備投資実績 

大企業（資本金10億円以上）の2015年度国内設備投資実績は、全産業（4.8％増）と４年連続

の増加となった。製造業（8.8％増）では、石油、食品、鉄鋼などが減少したものの、電気機械、

自動車が増加し、２年連続で増加した。非製造業（3.0％増）では、運輸、電力、不動産、リー

スなどが牽引し、４年連続で増加した。 

 

(２)2016年度の設備投資計画 
大企業（資本金10億円以上）の2016年度国内設備投資額は、製造業（14.5％増）、非製造業（8.8％

増）とも増加し、全産業で10.9％増と５年連続の増加となる見通し。 

今回調査に基づく2016年度の国内設備投資の動きをみると、製造業では、輸送用機械で環境・

安全・快適性を高める新技術を活用した自動車のモデルチェンジ対応や生産効率化に向けたライ

ン改革などの投資が増加する。化学では医薬品・化粧品・衛生品向け投資や研究開発拠点への投

資が増加するほか、鉄鋼でもコークス炉改修や生産性向上とコスト競争力強化のための設備更

新・集約投資など、事業基盤強化のための投資が増加する。また、航空機に関連した投資が輸送

用機械や一般機械などの複数の業種でみられる。一方、電気機械や精密機械は前年度の大幅増の

反動もあり、ほぼ横ばいまたは微減となる。 

非製造業では、運輸で鉄道の高速化や安全防災対策のほか、物流施設整備などが増加する。ま

た、卸売・小売はスーパーなどの新店・既存店投資、不動産は首都圏を中心に中長期的な計画に

基づく国際ビジネス拠点・防災機能も備えた大型開発案件などが増加する。一方、通信・情報は

携帯電話の基地局投資が一巡し、引き続き減少する。 

 

(３) 2017年度の設備投資計画 
 2017年度の国内設備投資計画は、製造業が5.4％減、非製造業が5.9％減、全産業では5.7％減

となっているが、当年度計画に比べると回答企業が少なく、現時点では未確定な部分が多い。 
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２．業種別設備投資動向の特色   

図表３ 業種別増減率・構成比のスカイライングラフ    
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2016年度主要産業の特色 

主要産業の投資動向および内容は以下のとおりである。なお、上段の数字は2015年度実績額

の全産業に占める構成比を、下段（ ）内の数字は当該産業の設備投資の増減率（2015年度→

2016年度）を示す。 

 

＜製造業＞ 

食 品 

1.8％ 

(▲5.0％→22.4％) 

： 生産合理化や乳製品・畜産加工品などの新製品対応投資などによ

り、増加する。 

化 学 

5.1％ 

(0.9％→26.8％) 

： 医薬品と化粧品・衛生品関連が増加したほか、研究開発投資が幅広

い分野で引き続き増加することから３年連続で増加する。 

石 油 

1.5％ 

(▲20.4％→30.1％) 

： 製油所における維持補修、合理化や発電事業向け投資があり、増加

する。 

窯 業 ・ 土 石 

1.0％ 

(13.3％→13.6％) 

： セメントが減少するものの、自動車向け部材が大幅増となり、４年

連続で増加する。 

鉄 鋼 

3.5％ 

(▲2.8％→14.5％) 

： コークス炉の改修や設備更新・集約投資の増額により、二桁増とな

る。 

非 鉄 金 属 

1.1％ 

(30.8％→33.4％) 

： 自動車、電子機器向けの能力増強や維持補修の増額により、二桁増

となる。 

一 般 機 械 

4.7％ 

(11.6％→8.5％) 

： 航空機、自動車向けの能力増強に加え、工場自動化･ネットワーク

化の取り組みも幅広くみられることから、引き続き増加する。 

電 気 機 械 

5.2％ 

(32.5％→0.9％) 

： 車載向けなどの電子部品を中心に製品高度化がみられるものの、能

力増強の反動減があり、ほぼ横ばいとなる。 

精 密 機 械 

1.0％ 

(25.5％→▲0.5％) 

： 医療用機器は新製品、研究開発投資が増加するが、半導体製造装置

や計測器が減少するため、微減となる。 

自 動 車 

8.2％ 

(16.2％→14.2％) 

： 環境・安全・快適性を高める新技術を活用したモデルチェンジ対応

や生産効率化に向けたライン改革を中心に、５年連続で増加する。 
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図表６ 設備投資とキャッシュフローの水準（91年度＝100）（全産業） 
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４．投資動機 
2016年度の投資動機の特徴 

2016年度の全産業の投資動機（2015・2016年度共通回答会社数1,225社）をみると、前年度に比し

「能力増強」のウエイトが低下し、「新製品・製品高度化」「維持・補修」などのウエイトが上昇する。 

製造業では、「能力増強」のウエイトが再び低下する一方、「新製品・製品高度化」は輸送用機械

や電気機械などで上昇し、現項目での調査を開始した1986年度以降の最高を更新する。また「維持・

補修」が再び上昇し、一般機械、電気機械などの加工・組立型では過去最高となる。 

非製造業では、「能力増強」のウエイトが低下する一方、「維持・補修」のウエイトが運輸、不動

産で上昇するほか、「新製品・製品高度化」もサービスで上昇する。 

 

 

図表９ 2015・2016年度 投資動機 

(共通会社 1,225社) （％）

2015 2016 2015 2016 2015 2016 2015 2016 2015 2016

実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画

能 力 増 強 49.9 46.0 28.3 24.3 26.3 26.5 29.9 24.4 65.2 62.3

新製品・製品高度化 9.4 11.7 14.6 18.6 6.5 7.6 17.8 24.1 5.7 6.5

合 理 化 ・ 省 力 化 6.1 6.6 9.8 10.2 12.3 9.7 8.6 9.6 3.5 3.8

研 究 開 発 4.6 4.3 10.8 9.5 6.2 7.3 12.7 10.7 0.3 0.4

維 持 ・ 補 修 18.7 20.3 21.6 24.3 33.7 34.4 15.4 17.6 16.6 17.3

そ の 他 11.3 11.1 14.9 13.2 14.9 14.5 15.6 13.6 8.8 9.6

合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

全　産　業 製　造　業 非製造業素　材　型 加工・組立型

 
 

（注）１．素材型：繊維、紙・パルプ、化学、窯業・土石、鉄鋼、非鉄金属 

         加工・組立型：食品、一般機械、電気機械、精密機械、輸送用機械、その他の製造業 

２．本表における「研究開発」とは、自社の有形固定資産に対する国内投資のうち、研究開発 

目的のウエイトを示しており、p.21における研究開発費とは異なる。図表10も同様。 
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５．海外における設備投資（連結ベース） 

（１）2015年度の海外における設備投資実績 

2015年度の海外における設備投資（2014・2015年度共通回答会社数762社）は、1.6％減とリ

ーマンショック以来６年ぶりの減少となった。製造業（3.0％減）は、自動車の新興国向け投資

が一巡し、輸送用機械が9.0％減となったことなどから、２年連続で減少した。一方、非製造業

（1.8％増）は、小売が減少したものの、不動産が大きく増加し、全体では緩やかながら６年連

続で増加した。 

地域別にみると、米国、欧州、中国では増加したものの、中国を除くアジアやその他の地域

では減少となった。 

なお、為替が前年に比べて円安・ドル高に動いたため、円ベースでの海外設備投資額が押し

上げられていることにも留意が必要である。 

 
（２）2016年度の海外における設備投資計画 

2016年度の海外における設備投資（2015･2016年度共通回答会社数928社）は、1.3％減と２年

連続の減少となる。製造業（4.7％増）は、自動車が引き続き減少し、一般機械も減少に転じる

ものの、化学や非鉄金属、精密機械などが増加することから、全体として増加に転じる。一方、

非製造業（13.2％減）は、小売や不動産は増加するものの、資源価格の低迷を受け鉱業が大幅

に減少し、全体として７年ぶりに減少に転じる。 

地域別にみると、昨年度と同様に、米国、欧州、中国では増加するが、中国を除くアジアや

その他の地域で減少となる。 

 

（３）2016年度の海外設備投資比率 

2015年度から2016年度にかけて、製造業の設備投資は、国内投資が増加する一方、海外投資

は減少するため、海外設備投資比率（連結海外設備投資／（連結海外設備投資＋連結国内設備

投資）は2015年度の36.9％から2016年度の34.6％に低下する。製造業で最もウエイトの高い自

動車は、国内投資が増加する一方、海外投資は減少するため、2015年度の47.0％から43.8％に

低下する。内外ともに増加する化学（31.1％→31.2％）、内外ともにほぼ横ばいの電気機械

（15.5％→15.6％）では、海外設備投資比率はほぼ横ばいとなる。 

 

 

 

 

 



― 20 ―



― 20 ― ― 21 ―

 

６．研究開発費（連結ベース） 

（１）2015年度実績 

2015年度の研究開発費（2014・2015年度共通回答会社数709社）は、全産業で4.2％増と３年

連続で増加した。研究開発費全体の４割を占める輸送用機械が4.3％増と全体を牽引したほか、

電気機械が3.7％増と４年ぶりに増加に転じ、化学や一般機械もそれぞれ増加した。 

 

（２）2016年度計画 

2016年度の研究開発費計画（2015・2016年度共通回答会社数803社）は、全産業で4.0％増と

なる。電気機械は0.5％減と再び減少するものの、輸送用機械が環境・安全技術を中心に、先

進運転支援システム（ADAS；advanced driver assistance system）などの先行開発もあり、

4.9％増と増勢を維持する。化学は重点領域での新素材開発や医薬品などで6.0％増、一般機械

はコア事業に加え、環境技術や医療分野などで5.8％増となる。 

図表14 2015・2016年度連結研究開発費増減率 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表15 研究開発費時点別増減率の推移 

（注）１．調査時点は、2003年度調査は８月、2004年度調査以降は６月（2011年度調査のみ７月）。
 

２．2012年度調査以降は、連結ベース。
 

    

　（前年比、％)

計画 実績 計画 実績 計画 実績

2003 4.8 3.3 4.9 4.4 2.7 ▲ 7.7
2004 5.5 4.4 5.5 5.4 5.5 ▲ 5.2
2005 6.0 4.6 6.1 5.7 5.2 ▲ 8.7
2006 9.6 5.7 9.8 6.0 6.0 ▲ 0.3
2007 7.3 7.6 7.0 7.6 16.1 7.0
2008 4.2 ▲ 2.1 4.2 ▲ 2.4 6.1 1.8
2009 ▲ 5.9 ▲11.2 ▲ 6.2 ▲11.9 0.9 ▲ 1.6
2010 5.6 2.2 5.7 2.3 5.3 ▲ 0.7
2011 6.8 － 7.2 － ▲ 0.1 －
2012 4.2 ▲ 0.1 4.3 0.1 ▲ 0.1 ▲ 3.7
2013 6.0 4.3 6.4 4.7 ▲ 3.8 ▲ 6.9
2014 4.5 3.9 4.5 4.0 6.8 0.8
2015 6.0 4.2 6.0 4.3 4.5 1.0
2016 4.0 3.9 8.8

対象
年度

全産業 製造業 非製造業

   （億円、％）

2015年度（実績） 2016年度（計画）

2014年度 2015年度 増減率 2015年度 2016年度 増減率
実    績 実    績 15/14 実    績 計    画 16/15

全 産 業 79,042 82,373 4.2 70,987 73,813 4.0

製 造 業 76,827 80,137 4.3 69,919 72,651 3.9

（うち輸送用機械） 34,491 35,958 4.3 29,141 30,571 4.9

（ う ち 一 般 機 械 ） 9,699 10,076 3.9 6,630 7,016 5.8

（ う ち 電 気 機 械 ） 12,619 13,092 3.7 15,744 15,659 ▲ 0.5

（ う ち 化 学 ） 12,170 12,727 4.6 10,880 11,532 6.0

非 製 造 業 2,215 2,236 1.0 1,068 1,162 8.8

（うち電力・ガス） 682 720 5.6 44 47 8.0

（うち通信・情報） 369 355 ▲ 3.7 158 178 13.2

(共通会社　709社） (共通会社　803社）



― 22 ―



― 22 ― ― 23 ―



― 24 ―

 

 

参考 

 

2015年度業種別設備投資動向の特色 
主要産業の投資動向および内容は以下のとおりである。なお、上段の数字は2014年度実績額

の全産業に占める構成比を、下段（ ）内の数字は当該産業の設備投資の増減率（2014年度→

2015年度）を示す。 

 

＜製造業＞ 

食 品 

1.7％ 

(3.5％→▲5.0％) 

： 乳製品での増産投資はあったものの、加工食品の投資一服などによ

り、減少した。 

化 学 

4.7％ 

(8.7％→0.9％) 

： 電子・電池材料、医薬品が増加したほか、研究開発投資が幅広い

分野でみられたが、航空機・自動車向けの大型案件が一服したた

め、ほぼ横ばいとなった。 

石 油 

1.7％ 

(27.2％→▲20.4％) 

： 製油所再編・更新に伴う投資や発電事業向けがあったものの、投

資抑制が広範にみられ、４年ぶりに減少に転じた。 

窯 業 ・ 土 石 

0.9％ 

(4.8％→13.3％) 

： セメントやガラス、自動車向け部材が増加し、３年連続で増加し

た。 

鉄 鋼 

3.3％ 

(10.7％→▲2.8％) 

： コークス炉の改修や設備集約投資は行われたものの、高炉改修が

一段落し、減少した。 

非 鉄 金 属 

0.8％ 

(▲13.8％→30.8％) 

： 自動車、電子機器向けの能力増強や維持補修により、二桁増とな

った。 

一 般 機 械 

3.4％ 

(▲3.9％→11.6％) 

： 航空機、自動車向けの能力増強に加え、事務民生用機器の開発施

設整備などもあり、増加した。 

電 気 機 械 

3.8％ 

(▲4.0％→32.5％) 

： 車載向けなどの電子部品の能力増強や工場自動化・ネットワーク

化により、５年ぶりに増加した。 

精 密 機 械 

0.7％ 

(▲1.4％→25.5％) 

： 医療用機器や計測器での工場増設や研究開発投資により増加し

た。 

自 動 車 

6.8％ 

(5.3％→16.2％)            

： 完成車、自動車部品ともエコカー関連を中心とした新製品・製品

高度化が牽引したほか、維持補修も引き続き増加し、４年連続で

増加した。 
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